
令和７年度　小金井市地域課題分析・評価シート（きた エリア）

Ⅰ．地域課題と考えられる課題 地域課題の変化（結果評価）【年度末に記載】

根拠情報 [ニ]：ニーズ調査　 [小]：小地域ケア会議（2層協議体） [個]：個別地域ケア会議 [総]：総合相談 [他]：その他（懇談会）

Ⅱ．考えられる背景（高齢者等要因） Ⅲ.考えられる背景（環境要因）

①地域とのつながりがなく、孤立したまま困難に直面する高齢者が増え

ている。【総・小】

②高齢になると起こりうる困りごとへの備え、いざという時の備えが十

分にできていない。【総・小・ニ】

③核家族が多いため、子ども世代にも、親の加齢に伴う変化やそれによ

り発生しうる困りごとについての知識がなく、介入が遅れがちである。

【総・小】

④町会の加入率が減少傾向にある一方、災害が相次いだことから、共助

に向けての地域づくりに関心を持つ人も増えており、その連携のサポー

トが必要。【小・ニ・他】

⑤人材不足、会場不足などで、地域活動の継続が困難になっている。

【小・他】

①地域とのつながりがないまま持病が悪化、認知症発症などで生活が成り立たない、就労が継
続できず困窮するといったケースの対応が増加した。また、本人への支援開始と同時に、精神疾
患や障害を抱えた子どもなど家族の課題を把握するケースもあった。認知症・生活困窮につい
ては社協と、精神疾患、障害等は自立生活支援課との連携を意識した。
生活が行き詰るきっかけとしては、認知症の発症が多い印象。認知症についての啓発や認知症
の当事者やご家族をサポートするための地域資源開発など、認知症支援推進員と連携しての取
り組みがますます必要である。
②啓発の機会の提供に努めたが、情報を得るために集まりに参加しようという層が、そもそも
固定化している。また、情報を得たのち即行動に移せるかどうかという課題は解決できていな
い。それでも幅広く啓発を続ける以外の策がないのが現状。
③シニアの子ども世代、孫世代とつながるために、避難所連絡協議会、防災会、町会等との関係
づくりに取り組んだ。子育てサークルでの介護相談会、三小ＰＴＡ会長によるきた包括防災講座
の一斉周知などの実績あり。
④地域の防災の取り組みに参加したり、そうした活動を担う方々ときた包括防災講座その他研
修や講座で出会うなかで、防災に取り組む各団体の横のつながりがなく、すぐれた取り組みが
あっても情報共有できていないという課題を把握。防災については町会レベルでなく、圏域も
超えたオール小金井での取り組みが必要。連携のために2層Ｃｏの人脈が活かせる場面がある
と考える。また、地域の防災力の一層の向上のため、町会・防災会と事業所の連携についても、
2層Ｃｏとしての取り組みで得たものを、引き続き活かし、対応する必要がある。
⑤長く就労されるシニアが増えたためか、地域活動団体での人材不足は深刻。継続支援のため
に、包括とのイベント共催による団体のＰＲなどに引き続き取り組む。少数ではあるが、市が主
催した講座への参加をきっかけに、何かしら活動を始めたいとの相談が入ることがある。貴重
な人材を逃さないよう、丁寧なアセスメントと本人にふさわしい活動先へのマッチングが重要。
会場不足については、新たな資源を自分の脚でリサーチする余裕はない。地域の協議体の場や
その他関係者・協力者から情報を得ていく必要がある。

〇自ら積極的に動く、新しいことに取り組むのが億劫。（①、②、⑤）

〇情報の入手先がわからない。情報への感度が低い。（①、②）

〇自らの老いを受け入れることが難しい。（②）

〇子どもに迷惑をかけたくない気持ちと自らのプライドから、なかなか

周囲に相談できずにいる。（①、②）

〇収入が年金だけでは、長い老後が経済的に不安。（⑤）

〇コロナで中断したご近所付き合いが、コロナ前の水準には戻っていない。町会の加入率も

漸減している。

〇未婚化の進んだ世代が老後を迎え、一人暮らし高齢者が増加傾向。

〇親との同居、介護の経験がなく、老いがどういうものか知らないシニア世代が増えてい

る。

〇医療、介護などの制度維持のためにシニア世代の負担が増している。

〇寿命が伸び、人生100年を想定した老後のプランが必要になっている。

〇メディアからの情報の氾濫で、かえって正確な情報を入手しづらくなっている。情報の見

極めが難しい。

〇地域活動に取り組む人材が不足しており、それぞれが自身の活動の継続で手一杯であり、

活動について発信したり、共有したりする余力がない。

※　地域課題とは：地域の複数の人々（将来的に複数になる可能性が高い場合も含む）に普遍的な影響を及ぼすと考えられ、社会的に対応する必要があると合意される生活課題
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令和７年度　小金井市地域課題対応活動計画・評価シート（きた エリア）

活動目標 活動目標の達成状況（結果評価）

R6 R7 R8

※　活動目標とは：ⅡとⅢを背景とする地域課題と考えらえる課題Ⅰを解決するために、活動すべきだと考えられること。 ※　手段とは：この活動目標を達成するための具体的な手段・方法。

①シニア層が知っておくべきテーマについて、「きた包括暮らし講座」ほかの講座やイベントで啓発

するほか、団体からの要請に応じて講座開催の支援を行う。

②シニアだけでなくすべての世代に関心の高い「防災」をテーマに、地域住民と協力しながら「共

助」につながる取り組みを展開する。

③地域活動を充実させるために、リーダー同士の情報共有、連携をサポートする。

④地域活動の担い手不足を補うべく、主に2層協議体の場において、多世代や分野横断で支え合う仕

組みを作っていく。

①お金の管理についての啓発、リハ職巡回事業、認知症講座、やすらぎ支援講習会、スマホ講座などを開
催。
②地域安全課との連携による「きた包括防災講座」を2回開催したほか、圏域内の自主防災会・避難所運営
協議会の防災訓練に参加。訓練への参加を促すための周知にも協力。地域住民と地域の事業所の連携をめ
ざし、包括より事業所への参加依頼も行った。
③さくら体操自主グループリーダー連絡会を1回開催。地域活動支援のため、学習会・サロン主催者を対象
とした連絡会開催も考えたが、対応する時間が取れなかった。
④ないまぜの会、みん愛の場で意見収集したが、シニアでも就労を希望する方が増えており、無償ボラン
ティアでは人材の確保が難しい、町会・自治会・ＰＴＡ活動も有償にしてほしいといった声が多数。取り組み
についての具体的な方向性を新たに見出すことはできなかった。

手段 結果

市内の地域活動でまだ把握できていないものを幅広く発掘し、公式LINEでの

紹介や応援ブックへの掲載を行う。これにより住民の地域活動への参加を促

していく。

・7年度末発行の応援ブックには、新規11団体を掲載。
・応援ブック・マップ配布により、新たに活動に参加した方をすべて把握をする手段・方法はない。
・2層Ｃｏが新たに地域活動への参加をつないだケースとしては、認知機能の低下により、それまで参加していた団体に参
加できなくなった、といった個別相談からのケースが多い。そうしたケースで新たにつながった先のほとんどが緑長生会。
次いで、さくら体操自主グループ満席に伴う、運動系の団体紹介。

シニア層が知っておくべき事柄について、「きた包括暮らし講座」、認知症

カフェなどで取り上げ啓発する。地域のサロン等での講座開催支援も継続。

・お金の管理についての啓発…社協職員を招いての講座開催2件。包括職員によるリーフレット紹介4件。
・リハ職巡回事業…新規1団体含め、計4団体対象に実施。
・認知症講座…認知症になったあとのサービス利用まで含めて啓発。1団体。
・やすらぎ支援講習会…やすらぎ支援に興味のある方々を対象に、新規ボランティア獲得のための講座を手配。1人が新た
に支援員として活動開始。
・スマホ…高次機能障害のある方への個別対応1件。障害者団体での開催支援1件。サ高住入居者および地域住民を対象
とした勉強会1件。

上記以外にも、2層協議体や個別ケア会議の開催により、地域課題の把握や

解決に努める。

・定期開催のないまぜの会、さくら体操自主グループ連絡会に加え、防災をテーマにした2層協議体を計5回開催。
・個別ケア会議では、高次機能障害のある方のスマホ学習について、老後資金のほとんどを詐欺被害で失った方の支援に
ついて検討。前者は担当ケアマネや地域活動団体と、後者は社協と連携して支援。

世代を超えて防災への意識が高まっている。防災をテーマに地域住民と協力

しながら、多世代が参加できるイベント、講座などを開催することにより、

「共助」の基盤となる地域づくりに取り組む。

・地域安全課との連携による「きた包括防災講座」を2回開催。計60名ほどの参加。地域の町会・自主防災会の横のつなが
りづくりに一定の貢献。
・地域の防災士や防災に関心のある住民と「ぼうさいＣａｆｅさくら」を新規に立ち上げ。2か月おきに毎回テーマを変え、計
6回開催。「ぼうさいＣａｆｅさくら」の運営に関しては、2層協議体開催によりサポート。
・「ぼうさいＣａｆｅさくら」として、本町住宅で開催の「道草市」に参加。
・毎年10月最終日曜日開催の「梶野公園まつり」について、事務局として準備段階から関わる。残念ながら前々日に雨天で
中止の判断となる。
・本町二丁目防災会、桜町自主防災会、緑町連合会、三小避難所運営協議会、本町四丁目町会防災会の訓練、地域安全課
主催の防災講習会に参加。三小避難所開設訓練には、公式ＬＩＮＥからの周知により町会員以外の参加者を獲得。また包括
からの呼びかけにて、ヨハネ支援センター、おとなりさん。ひこばえ、小金井市障害者就労支援センターからもスタッフの参
加を得た。
・福祉避難所の指定を受けているヨハネ会高齢部門の防災力向上のため、地域の防災会、事業所などとの連携を仲介し、
地域住民参加型の防災訓練、拡大防災委員会、つきみの園防火管理者との意見交換会などを実施。
・その他、今後の企画の参考や人脈作りのため、東京都、東社協主催の防災研修にも参加。

応援ブック、マップ、その他、市・包括からのお知らせを、広く配布する。

多世代に周知できるよう、紙媒体での提供、公式LINEでの周知に加え、SNS

も活用する。SNSからの情報発信については、包括と連携のある現役世代や

まちおこし協会などにも協力いただくことで、現役世代含め、幅広い層に包

括を知って頂けるようにする。

・きた包括公式ＬＩＮＥの登録は220件ほど（3月末現在）。
・包括主催イベントのほか、市からの情報、公民館、地域活動団体、町会・自主防災会主催イベントなどについても積極的に
紹介。
・ＬＩＮＥから情報を得た方からの参加申し込みが着実に増えている。各団体から、きた包括公式ＬＩＮＥでの周知を依頼され
るケースも増えている。
・包括職員の公式ＬＩＮＥ以外のＳＮＳ活用は限定的。まだまだ友達も少ない状況のため、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Instagramなどで
幅広く発信されている協力者（地域で活躍する防災士、市議、その他地域活動を実施する方々）などへの協力を依頼。
・まちおこし協会に講座やイベントの周知のためのYouTube動画作成を依頼。それにより、Facebookからの発信や、駅
の配架ラックへのちらし設置のご協力をいただいた。
きた包括防災講座周知のYouTube動画視聴数は、1回目から2回目で約2倍の伸び。

地域活動の周知、人材の発掘、会場となる地域資源の発掘を通して、地域活

動の立ち上げや、安定した運営をサポートする。

・包括が協力しての講座の開催、公式LINE等やちらし配布による周知の協力などにより、地域活動の安定した運営に協
力。
・人材の発掘や会場となる地域資源の発掘までは対応できなかった。
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令和8年度　小金井市地域課題分析・評価シート（きた エリア）

Ⅰ．地域課題と考えられる課題 地域課題の変化（結果評価）【年度末に記載】

根拠情報

[ニ]：ニーズ調査　 [小]：小地域ケア会議（2層協議体）

[個]：個別地域ケア会議 [総]：総合相談

[他]：その他（懇談会）

Ⅱ．考えられる背景（高齢者等要因） Ⅲ.考えられる背景（環境要因）

①地域とのつながりがなく、孤立したまま困難に直面する高齢者が増えてい

る。【総・個・小】

②高齢になると起こりうる身体の変化やそれに伴う困りごとへの備え、いざと

いう時の備えが十分にできていない。【総・個・小】

③核家族が多いため、子ども世代にも、親の加齢に伴う変化やそれにより発生

しうる困りごとについての知識がなく、介入が遅れがちである。【総・小】

④特に災害時など、シニアの安心・安全を支える共助の基盤である町会・自治

会・自主防災会の活動について、情報が周知される機会が少ない。また活動に

取り組む人々の連携や情報共有が不十分である。【小・他】

⑤人材不足などで、地域活動の継続が困難になっている。【小・他】

〇自ら積極的に動く、新しいことに取り組むのが億劫。（①、②、⑤）

〇情報の入手先がわからない。情報への感度が低い。（①、②）

〇自らの老いや、加齢に伴って生じる課題に正面から向き合うことが難

しい。（②）

〇子どもに迷惑をかけたくない気持ちと自らのプライドから、なかなか

周囲に相談できずにいる。（①、②）

〇健康寿命がのびている一方で、老後の生活が長くなり、年金収入だけ

で一生やっていけるのか、といった不安を抱えている。（⑤）

〇未婚化の進んだ世代が老後を迎え、一人暮らし高齢者が増加傾向である。

〇親との同居、介護の経験がなく、老いがどういうものか知らないシニア世代が増

えている。

〇医療、介護などの制度維持のためにシニア世代の負担が増している。

〇寿命が伸び、人生100年を想定した老後のプランが必要になっている。

〇メディアからの情報の氾濫で、かえって正確な情報を入手しづらくなっている。

情報の見極めが難しい。

〇地域活動に取り組む人材が不足している。それぞれが自身の活動の継続で手一杯

であり、活動について発信したり、共有したりする余力がないし、その仕組みも十

分でない。

〇中東はじめ国際情勢の緊迫化により、物価高騰が一層深刻になっている。

※　地域課題とは：地域の複数の人々（将来的に複数になる可能性が高い場合も含む）に普遍的な影響を及ぼすと考えられ、社会的に対応する必要があると合意される生活課題
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令和8年度　小金井市地域課題対応活動計画・評価シート（きた エリア）

活動目標 活動目標の達成状況（結果評価）

R7 R8 R9

※　活動目標とは：ⅡとⅢを背景とする地域課題と考えらえる課題Ⅰを解決するために、活動すべきだと考えられること。※　手段とは：この活動目標を達成するための具体的な手段・方法。

①シニア層が知っておくべきテーマについて、地域の活動団体との共催、またはきた包括

主催により講座やイベントで啓発する。地域の活動団体と共催する際には、団体の活動の

PRも積極的にサポートする。

②シニアだけでなくすべての世代に関心の高い「防災」に引き続き取り組み、特に町会・

自治会・自主防災会との関係づくりや相互の連携、情報共有に力を入れる。地域の防災力

向上のため、地域と事業所との連携にも取り組む。防災に積極的でない層に対しては、楽

しいイベントなどを通しての啓発を模索する。

③地域での支え合いについて成功事例の収集に努め、その取り組みから学ぶ機会を得る。

手段 結果

市内の地域活動でまだ把握できていないものを幅広く発掘し、公式

LINEでの紹介や応援ブックへの掲載を行う。これにより住民の地域

活動への参加を促していく。

シニア層が知っておくべき事柄について、地域の活動団体との共

催、またはきた包括主催により講座やイベントで啓発する。

上記以外にも、2層協議体や個別ケア会議の開催により、地域課題の

把握や解決に努める。

すべての世代に関心の高い「防災」に引き続き取り組み、特に町

会・自治会・自主防災会との関係づくりや相互の連携、情報共有、

町会等と事業所との連携に力を入れる。関心の低い層への啓発のあ

り方について模索する。

応援ブック、マップ、その他、市・包括からのお知らせを、広く配

布する。多世代に周知できるよう、紙媒体での提供、公式LINEでの

周知に加え、SNSも活用する。SNSからの情報発信については、包

括と連携のある現役世代やまちおこし協会、J:comとも連携する。

地域での支え合いについて成功事例の収集に努め、その取り組みを

学ぶことで、新たな取り組みの可能性を探る。
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